
【 参考： 第 5 期計画書よ り 抜粋】  

（（ ２２ ）） 整整備備のの内内容容とと 方方法法ににつついいてて   

①①上上山山里里丸丸草草庵庵茶茶室室跡跡  

                      

 ■発掘調査の成果 

平成９ 年度に発見さ れた山里丸草庵茶室跡は、 桃山時代の茶室跡と し て全国的にも 貴重であ

り 、 飛石や井戸・ 垣根・ 玉砂利敷なども 発見さ れている 。 こ のこ と から 、 大坂城や伏見城にも 存

在し た当時の山里丸の様子を唯一再現でき る 遺構と し て重要である 。ま た、博多の豪商神屋宗湛

が記し た「 宗湛日記」 の、 天正 20（ 1592） 年 11 月の「 山里御座敷開き 」 について記載さ れた「 草

庵茶室」 そのも のである こ と が推定さ れている 。発掘調査成果と 歴史史料の両面から 豊臣秀吉の

名護屋城での暮ら し ぶり を考察する こ と が出来る 遺構と し ても 価値が高い。  

 

 ■整備工事の概要 

   発掘調査の成果から は、 大陸進出の基地と し てだけではなく 、 桃山文化の発信・ 交流の場と

なった名護屋城の文化的側面を象徴する 新たな見学ス ポッ ト と し て期待でき る 。 公開・ 活用を

図る ため、 草庵茶室跡・ 南西斜面を含む上山里丸の数寄空間の整備を行う 。  

   

 ■整備方針の検討 

   名護屋城跡・ 陣跡における 遺構整備の基本コ ンセプト は、「 現状維持を優先し た整備」であり 、

「 原則と し て建物立体復元手法を採用し ない、 破壊・ 廃陣直後の遺構保存と 遺跡の現況景観の

維持を第一前提」と し ている（「 名護屋城跡並びに陣跡」第３ 期保存整備事業計画[ 平成 14 年度] ）。 

   エリ ア別の整備方針では、 破却の景観をよ く 残し ている 「 山上地区」（ 本丸・ 二ノ 丸・ 三ノ 丸

など山上の曲輪群） に対し 、 北側山裾にあたる「 山里地区」 は民家・ 道路がそのエリ ア内に含ま

れ、 旧状が大き く 改変さ れている 部分も 多いこ と から 、「 よ り 積極的な整備を行い、 城と （ 現在

の） 町につながり をも たせる 整備を検討」 する エリ アと し ての位置付けがなさ れている （『 特別

史跡「 名護屋城跡並びに陣跡」 保存整備計画』 第４ 期計画 平成５ 年３ 月）。 草庵茶室跡において

は数寄空間が体験でき る よ う 、 平面遺構表示の他、 南西斜面の路地等を含む整備が考えら れる 。 

 

■整備手法 

草庵茶室跡周辺の整備にあたっては、 名護屋城跡全体の整備基本方針を踏ま えた上で、 遺構

の性格を表す地形復元や平面遺構表示、説明板の設置、他の曲輪等への通路など今後の活用につ

なげていく ための積極的な整備が必要である 。  

 

 

■課  題 

   草庵茶室への往時の動線は、 山里丸御殿（ 現在の広沢寺） から の通路のほか、 水手通

路から 北東側の斜面を つづら 折れに降り る 路地の２ つを 確認し ている 。 第５ 期計画では

つづら 折れの路地を整備し 、 水手通路に重なる 現在も 管理用道路に接続する 計画を立てている 。

つづら 折れ路地の整備には一部堀切状になる など現況と は異なる 地形の復元と と も に、 周囲の

樹木管理を含む環境整備も 必要と なる 。 現状は樹木の繁茂によ り 本丸を臨むこ と が出来ないが、

当時の景観について検討し た上で、 茶室と 一体化し た山里の数寄空間を再現する 必要がある 一

方、 つづら 折れの路地から は木製デッ キ等を介し て水手通路に上がれる よ う にする など 見学者

の利便性・ 安全性を踏ま えて検討を行う 必要がある 。  

 

 

草庵茶室跡整備状況 草庵茶室復元想像図 

草庵茶室跡発掘調査状況（ 全景）  
井井戸戸跡跡  

草庵茶室跡発掘調査状況（ 茶室部分）  
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上山里丸草庵茶室跡整備工事

■環境整備事業



名護屋城跡上山里丸草庵茶室跡実施設計　 修景整備イ メ ージ図
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令令和和５５ 年年度度名名護護屋屋城城跡跡保保存存整整備備事事業業にに伴伴うう 上上山山里里丸丸  

草草庵庵茶茶室室跡跡北北側側法法面面のの環環境境整整備備工工事事実実施施設設計計業業務務委委託託  

 

 

（ １ ） 設計対象 名護屋城跡上山里丸草庵茶室跡北側法面    

 

（ ２ ） 設計面積 97 ㎡ 

 

（ ３ ） 設計方針 

 上山里丸草庵茶室跡北側法面の石垣が積ま れてい

ない部分について、露出し ている 栗石等が崩落し ない

よ う に、盛土と 植生によ っ て地盤の安定化を 図る ため

の実施設計を 行う 。  

ま た、令和 4 年度の環境整備工事で伐採し 切株と な

っ た樹木について、一部表土を 浮き 上がら せる など 地

盤に対し て悪影響がみら れる も のについては、こ れの

除根を 行う 。除根を 行わないその他の切株については

そのま ま の状態を 維持する 。  

 

（ ４ ） 設計概要 

【 漉き 取り 】 …樹木の根によ り 浮き 上がっ た土を 漉き

取る 。  

【 除  根】 …土を 浮き 上がら せている 切株を 除根す

る 。  

【 盛  土】 …石垣が積ま れていない部分に土嚢を 木

口積みし 、 栗石等の崩落を 防止する 。  

【 植  栽】 …盛土の表面に張芝と 植生マッ ト を 敷き 、

植栽する こ と で盛土の安定化を 図る 。  
 

 

設計範囲の概要 

 

平面遺構表示（ 南から 見る ）  

 

平面遺構表示（ 西から 見る ）  

 

平面遺構表示（ 東から 見る ）  

 

 

北側法面（ 北から 見る ）  

 

北側法面（ 東から 見る ）  

 

北側法面（ 北西から 見る ）  

除根 漉き 取り  

盛土、 植栽 
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名護屋城跡

上山里丸草庵茶室跡
か み や ま ざ と ま る そ う あ ん ち ゃ し つ あ と

■草庵茶室跡と周囲の遺構

茶室跡は地面に穴を掘り柱を立てる掘立柱構造で、 広

さは４畳半程です。 柱穴は小さく浅く、 床や縁の並びも

確認できました。 周囲には井戸跡、 石組み溜枡、 木樋

跡、 溝など水関連遺構も発見されています。

■上山里丸小曲輪

上山里丸小曲輪は山里丸居館部 （現広沢寺） から

北西側に張り出すように配置しています。 北東面高さ

約６ｍ、 北西面高さ５ｍ弱で築かれています。 南西面

は斜面地で秀吉居館部との間に尾根が伸びます。

■草庵茶室跡と周辺をつなぐ遺構①

発掘調査では、 南西斜面地足元の石段から茶室前ま

で敷かれる玉石敷や山里丸居館部が位置する南東方

向から井戸跡まで直線的に延びる飛石を確認しました。

飛石列上には中門、 脇には垣根を配置し、 茶室へ至

る路地空間を構成していました。 また、 山里丸居館部

に向かう飛石列の先で石段も見つかっています。 なお、

曲輪北隅部の通路は、 近現代に造られたものです。

溝跡

木樋跡 ( 溝）

垣根跡

飛石

飛石列

井戸跡

石組み溜枡

床

茶室跡

垣根跡

細縁

玉石敷
…現在地

写真①　上山里丸草庵茶室跡発掘調査状況（北東から） 写真②　上山里丸草庵茶室跡との遺構周囲（東から）

写真④　飛石列と石段（北西から）写真③　石段、玉石、飛石、垣根跡、池状遺構（東から）
…現在地

石段

飛石列

石段

玉石敷

池状遺構

中門

茶室跡

写真⑤　井戸跡と飛石抜き取り痕（北西から）

飛石抜き取り痕
井戸跡

南西斜面へ

井戸へ

山里丸居館部へ

月見櫓へ

上山里丸草庵茶室跡

➡

➡

➡

➡

N

■草庵茶室跡の発掘調査

上山里丸北西部で発見された茶室跡の発掘調査は、

平成９年度から 10 年度 （1997 ～ 98） に実施されました。

名護屋城での 「茶の湯」 文化が窺える重要な遺構です。

上山里丸草庵茶室跡遺構配置図

石段

池状遺構

石組み溜め枡

井戸跡

木樋

石段

飛石 中門

土坑

垣根

垣根

垣根

土留め石列

近現代通路

溝跡
池池状遺構池池状状

垣垣

垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣

→

写真①

→
→

写真②

写真③ →

写真④

→

写真⑤
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名護屋城跡

上山里丸草庵茶室跡
か み や ま ざ と ま る そ う あ ん ち ゃ し つ あ と

■山里丸と草庵茶室

山里丸は本丸の北東に設けられ

た鯱鉾池に面する曲輪で、 山里

口を挟み西側の一段高い上山里

丸と東側の下山里丸からなりま

す。 『肥前名護屋城図屏風』 には、

御殿や能舞台が描かれ、 秀吉の

私的な空間と考えられています。

上山里丸の北西部からは茶室跡

が発掘され、 博多の豪商 神谷宗

湛が記した 『宗湛日記』 からは、

竹や柴を使った４畳半の草庵茶室

であり、 「黄金の茶室」 と異なる

私的な茶室だったと想定されます。

月見櫓

水手通路

草庵茶室

■上山里丸草庵茶室跡の保存整備

発掘調査後には盛土による遺構の保護を図り、 地形

復元や遺構平面表示、 説明板設置等の修景整備を実

施しました。

■草庵茶室と月見櫓

『肥前名護屋城図屏風』には望楼型の月見櫓が描か

れています。『宗湛日記』には茶会の際に月見櫓を待

合にしたとみられる記述があります。月見櫓と茶室

跡の間からは飛石列と石段を発掘しており、月見櫓

と草庵茶室は路地でつながれていたと考えられます。

…現在地

屏風絵の視線
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』
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上山里丸草庵茶室復元想定図 外観

月見櫓

『肥前名護屋城図屏風』

（名護屋城上山里丸月見櫓部分 )

佐賀県立名護屋城博物館蔵
上山里丸草庵茶室復元想定図 内観

…現在地

上山里丸草庵茶室跡整備実施図

上山里丸草庵茶室跡

N

上山里丸小曲輪復元想定鳥瞰図
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名護屋城跡

上山里丸草庵茶室跡
か み や ま ざ と ま る そ う あ ん ち ゃ し つ あ と

名護屋城跡水手通路につながる路地

■草庵茶室跡と周辺をつなぐ遺構②

上山里丸と水手通路は路地でつながり、上山里丸側

の路地の始まりがこの石段です。石段は斜面にも配

置され、つづら折りとなり水手通路の方へ延びてい

ました。『肥前名護屋城図屏風』には黒塗りの小門（潜

り戸）の描写があり、水手通路との境界には小門が

あったと考えられます。

上山里丸（現在の広沢寺周辺）は、豊臣秀吉が居住

した場所です。『肥前名護屋城図屏風』には、御殿、

月見櫓、草葺の櫓門と草庵茶室らしき建物が描かれ、

豪壮で趣のある建物が並んでいたことがわかります。

ここでは発掘調査から明らかになった、茶室跡、井

戸、飛石、石段、池状遺構、柵列等について、盛土

で保護した上に新たな石材などを用いて遺構の平面

表示をおこない、当時の茶庭空間を表現しています。

肥前名護屋城図屏風（上山里丸草庵茶室周辺部分）　佐賀県立名護屋城博物館蔵

写真　つづら折りの石段跡（南からみる）

小門

石段

水手通路

土留め石列

池状遺構
上山里丸草庵茶室跡斜面地遺構配置図

石段および石段抜き跡
（23 段）

…石段（現存）

水
手
通
路

…現在地

屏風絵の視線

山里口

山里丸御殿
草庵茶室か

月見櫓

櫓門

鯱鉾池

台所丸

肥前名護屋城図屏風（名護屋城上山里丸部分）佐賀県立名護屋城博物館蔵

草庵茶室か

…現在地
至水手通路

近現代通路入口設置説明板

南西斜面石段設置説明板

上山里丸草庵茶室跡

N

➡

→写真
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井

井

井

水手口

上山里丸

水手曲輪

天守台

①

②

③

④

⑦⑤

⑥

0 10 50m

Ｎ

287
167

443

481

458

令和４・ ５ 年度発掘調査箇所（ 水手通路）

R2~ 4年度発掘調査区

過去発掘調査区

R5年度発掘調査区

①481ト レンチ全景(北西から見る)

②481ト レンチ通路法面(北から見る)

③R5発掘調査区全景(南から見る)

④R5発掘調査区全景(北から見る)

⑤287ト レンチ全景(西から見る)

⑥443ト レンチ全景(西から見る)

⑦443ト レンチ全景(北東から見る)
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水手通路
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0 10 20 30m

(S=1/500 )

▲

本年度調査予定箇所

石垣修理箇所　 弾正丸 (238 面 ) 石垣 ( 北東から )

R5 年度石垣修理に伴う 発掘調査箇所

【 調査目的】

　 　 ・ 石垣上面の塀などの遺構の確認

　     ・ 裏栗石の状況確認 ( 調査区 360 で裏栗石は築石の控え最奥から 2ｍの

           範囲に亘り 確認さ れている )

　     ・ 石垣の変形・ 破損原因の追究

  　   ・ 破却状況の確認　 　 　 　

調査区 360　 全景 ( 南西から )

調査区 360　 裏栗石検出状況 ( 東から )

調査区 360　 裏栗石部分拡大 ( 東から )

N
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弾正丸（ 石垣修理）



1 区　 全景（ 上： 南西から 、 下： 北東から ） 3 区　 全景（ 上： 南西から 、 下： 北東から ）2 区　 全景（ 上： 南西から 、 下： 北東から ）

現代

当該期か

2 区　 サブト レンチ（ 北西から ）

築石・ 裏栗石⇨

3 区　 サブト レンチ（ 北西から ）

⇦ 築石・ 裏栗石

― 16 ―



　

4 区　 全景（ 南西から ） 4 区　 全景（ 南西から ） 4 区　 全景（ 南西から ）

4 区　 サブト レンチ裏栗石検出状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 南西から ）

4 区　 サブト レンチ裏栗石検出状況（ 上から ）

4 区　 全景（ 南東から ）

4 区　 サブト レンチ（ 南東から ）4 区　 サブト レンチ（ 南東から ）

4 区　 サブト レンチ（ 西から ）

4 区　 西端（ 東から ）

4 区　 南側サブト レンチ（ 上から ）

4 区　 南側サブト レンチ（ 上から ）
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①②③
④

⑤

④
②

③⑤

発掘調査での解体案

・ ①②③と 黄色い範囲の築石に関し ては、 後世

   の掘削により 裏栗石がないため解体可能と 考る。

4 区　 全景 1（ 北東から ） 4 区　 全景２ （ 北東から ）

4 区　 全景 3（ 北東から ）

1 区　 全景（ 北東から ）

2 区　 全景（ 北東から ） 3 区　 全景（ 北東から ）

⑤ ・ ④⑤の築石に関し ては、 現代の硬化面に裏栗

   石 が混ざるよう に堆積し ているこ と や石垣の

    表面観察でも 間詰石等後世に人の手が加えら

    れているため解体可能と 考えら れる。

弾正丸石垣（ 238 面石垣） の本来の勾配（ 約 76°） を基準に築石の

ズレを記載

② ①③

  解体修理箇所
(R4 年度解体案提示範囲 )

  発掘調査後の解体範囲案

  新解体範囲案
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